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Summary 
Inflorescence initiation and bulb development of fertile garlic cultivars were later than those of 
ster廿elate cultivars. The shoot growth of fertile garlic sustained til later than that of the sterile one， 
but the bulb growth of fertile garlic retarded under high temperatures and halted a litle bit later than 
that of the sterile one. Comparatively cool summer and higher latitude were found suitabl巴forcultivat-
ing the fertile garlic. The bulb weight of f巴rtilegarlic seedlings increased up to 3 to 4 y巴ars.Although 
the bulb weight of the seedlings decreased in the 5th year， some of the seedling clones of the same age 
developed larger bulbs than the sterile cultivars. 
key words : ageing， bulb weight. fertile garlic， growth， seedling. 
緒 言
ほか暖地での主要栽培品種である‘壱州'と‘上海'を供試
した.
前報(高樹ら， 1993)で稔性ニンニク実生栄養系の球重 実験1 稔性ニンニクと不稔性のニンニク栽培品種の生
は実生1年目から2年目になると増加するが，その増加割 育型の比較
合は栄養系によって大きく異なることを示した.本研究 (1)稔性ニンニク母系統
では多数の実生栄養系を供試して，生育型の特徴と 5年 稔性ニンニクの母系統‘197'，‘190'と不稔性の栽培品
生実生までの加齢による球重の変化の様相を調査し，稔 種‘福地ホワイト'の側球を， 1990年9月下旬に山形大学
性ニンニク実生栄養系の日本での栽培の実用性について 農学部実験圏場に植え付け，慣行に準じて栽培し(ただ
検討した. し苔の摘除は行わなかった)，翌年の 5月9日から約 2
材料および方法
稔性ニンニクは母系の 2系統と実生栄養系の19系統を
供試したが，これらは前報(高樹ら， 1993)で供試じたも
のである.また比較対照のための不稔性ニンニクとして，
週間間隔で 7月23日まで稔性ニンニクは 7株ずつ，
‘干高;地ホワイト'は 4株ずつ掘り上げ，花序分化時期，花
茎長，根数，地上部葉重および地下鱗茎重(ともに新鮮
重)などについて調査した.
(2) 稔性ニンニクの 3年生実生系統
日本の寒地での主要栽培品種である‘福地ホワイト'の 稔性ニンニクの 2年生実生の19系統(第l表)の側球と
不稔性の栽培品種‘福地ホワイト‘壱州、"および‘上
キーワード:稔性ニンニク，実生，成長，球重，加齢 海'の側球を1992年9月下旬に山形大学農学部実験問場
285 
12 山形大学紀要(農学)第12巻第3号
Table 1. Seedling clones of fertile garlic and their parents. 肥は'慣行に従って 3月下旬の I回のみとした.
Seedling clone Parent 
197-0 197， inbreeding 
197-3 197， inbreeding 
197f-2 197f， inbreeding 
200-1 ♀‘200'X♂‘184f' 
200-4 ♀‘200'X♂‘184f 
200-5 ♀'200'X♂‘184f 
200-6 ♀‘200'X♂‘184f 
203-1 203， inbreeding 
203-2 203， inbreeding 
209-1 209， inbreeding 
209-2 209， inbreeding 
211-1 ♀‘21'X♂'184f 
211-3 早‘211'X♂‘184f'
211-4 ♀‘211'X♂‘184f' 
200:5<176-1 ♀‘200'X♂‘176' 
200X176-2 ♀‘200'X♂‘176' 
200X176-3 ♀‘200'X♂‘176' 
200 X 184f (200-8) ♀‘200'X♂‘184f 
211 X 190 ♀'211'X♂'190' 
に植え付け、翌年の 5月1日から約2週間間隔で 6月28
日まで草丈(花茎を除く)，生業数を調査した
実験2 稔性ニンニク実生の 1年生から 5年生までの加
齢による球重の変化
稔性ニンニク実生の19系統を供試し， 1991年から1995
年にかけて調査を行った.実生1年生と 2年生のデータ
は前報(高樹ら， 1993)のものを使用した.実生系統名で
‘200-1'， '200-4 'などと示した最初の数字(ここでは
'200')は採種した母系統の系統番号を示し，後に続く
'-1' ，‘ 4'などの数字は，種子ごとに付けた識別番号を
示している.種子ごとに genotypeが異なっている可能
性があるので，各種子ごとの栄養系を増殖維持した実
生1年生のデータは各系統1個体のものであるが 2年
生のデータはその栄養系をほぼ全数調査した平均値であ
る(ただし生育がとくに劣る個体は除いた). 3 -5年生
のデータは比較的生育の良い約10個体の平均値を採用し
た.実生 1年目は， 12系統については1989年夏に採種し
た種子を1990年春に播種し，翌夏まで16ヵ月間生育させ
て鱗茎を収穫したが，残りの系統は1990年夏に採種した
種子を同年秋に播種し，翌夏までの10.5ヵ月間生育させ
て収穫した.2年目以降はすべての系統を同ーの時期・
条件で慣行に準じて栽培したが，茎葉の黄変時期が普通
の栽培品種よりかなり遅かったので，春の追肥を 3月下
旬と 5月上旬の 2回行った.なお，対照の栽培品種の追
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結果
実験1 稔性ニンニクと不稔性のニンニク栽培品種の生
育型の比較
(1)稔性ニンニク母系統
不稔性ニンニクの寒地型栽培品種である 4福地ホワイ
ト'は 5月下旬には葉と根の増大成長が終了し(第1図)， 
7月上旬には葉，根ともほぼ枯死した 一方，稔性ニン
ニクは葉と根の増大成長が6月上旬まで続き，葉は 7月
下旬にはほぼ枯死したが，その時点で花茎はまだ緑色を
保ち、根のほとんどが枯死したのは8月上旬以降であっ
た。花序分化の時期に関しては，‘福地ホワイト'では 5
月9日に調査個体すべてに花茎長が約 1mmに達した花
序と側芽(=側球原基)の形成が認められたが，稔d性ニ
ンニクでは両系統とも 5月9日の時点で調査個体の約半
数は花序未分化で，残りの個体も花序分化直後の状態で
花茎の伸長はまだ認められなかった. 5月23日には稔性
ニンニクも調査個体のすべてに花序分化が認められた.
‘福地ホワイト'は花序分化後の花茎の伸長が不良で、 6
月上旬には伸長成長が停滞し，花茎が葉鞘内にとどまっ
た状態で成長を終えた.一方，稔性ニンニクは花茎の伸
長成長が旺盛で， 最終的には花茎長が約 1mに達した.
鱗茎の肥大に関しては，‘福地ホワイト'では 5月下旬に
鱗茎の肥大が開始し，以後地上部の黄変する 7月上旬ま
でおう盛な肥大成長が見られた.一方，稔性ニンニクで
は鱗茎の肥大開始が6月初めで‘福地ホワイト'よりやや
遅く，さらにその後の肥大成長が‘福地ホワイト'よりか
なり劣り，肥大成長の終了時期は‘福地ホワイト'とほぼ
同じかやや後の7月上中旬であった.
(2) 捻性ニンニク 3年生実生系統
稔↑生ニンニク実生の各系統の生育は互いに類似の傾向
を示したものが多かったので，第 2図には供試19系統の
うち11系統と不稔性の栽培品種についての調査結果を示
した.
不稔性栽培品種の生葉数は 5月中下旬にピークに達し
(第2図)，葉の成長(草丈)は 6月上中旬に終了した.
生葉数は6月中旬以降急激に減少し 6月末頃には地上
葉の大部分が黄変した.一方，稔性ニンニク 3年生実生
の生葉数は5月下旬-6月中旬にピークを示し，葉の成
長は多くの系統で 6月末まで衰えなかった.生葉数の
ピーク後の減少は緩やかで6月末でも多くの系統でピー
ク時より 1-2枚少ないだけであった.
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Fig. 1. Growth of fertile garlic '190' and ‘197' and of sterile garlic 'Fukuchi white'. 
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実験2 稔性ニンニク実生の 1年生から 5年生までの加
齢による球重の変化
l3 
/. 
l!>. /;，o' 
/ . 
ノ，
，4.' 
/・。
ノ'
5/23 6/7 6/20 
Date (m/d) 
7/9 7/23 
-ー- Fukuchi
--0・ 190
一古一.197
，'"ーーー
/ 
0..ーが，
/一
" ..0' 
a/8ff . 
. 
考 察
球重データは， 実生 1年目に春播きした系統(1年目 稔性ニンニクの生育特性については Etoh(1985)が多
の球重が比較的大きかった)と秋播きした系統とに分け くの不稔性ニンニクと比較して，秋期の生育が遅く， 春
て示した(第3図).ほとんどの系統は実生3年固まで 期の生育も当初は遅いが徐々におう盛にな り遅くまで生
は加齢によ って球重が顕著に増加したが 3年目から 4 育を続け，成熟期が遅いと報告している.本実験でも稔
年目にかけての球重の増加の様相は実生 1年目に秋播き 性ニンニクは母系統，実生系統をとわず，栄養成長が不
したか春播きしたかで若干異なった.秋播きした場合に 稔性の寒地型栽培品種よ り遅くまで維持された.なお稔
は半数の系統が引続き球重を顕著に増加させたが，春播 性ニンニクの母系統と実生系統との聞の生育型に本質的
きした場合には一部の系統(‘211-4'，‘200-6' )を除き な差異はないようであった.
球重が減少するか増加しでもわずかであった.さらに 4 稔性ニンニクは鱗茎の肥大開始が遅く，その肥大成長
年目から 5年目にかけては播き時期にかかわらず 1系 が不稔性の栽培品種のようにおう盛でなかった.このこ
統('197-3')を除きすべての系統で球重が減少した. とは稔性ニンニクの鱗茎肥大のために必要な日長が日本
春播きの6系統 (200-1，200-4， 200-6， 203-1， 203-2， の寒地の栽培品種より長いE長であることを示唆する.
211-1)と秋播きの1系統 (200X176-3)は球重が2-4 また，稔性ニ ンニクの産地が旧ソ連領の中央アジアで
年目に不稔性栽培品種‘福地ホワイト'のそれとほぼ同程 (Etoh， 1986)，冬期の寒さが厳しい地方であることから，
度以上の大きさに達したが，他の12系統は最大球重を示 鱗茎肥大のために必要な冬期の低温経過量が本栽培地で
した年度でも 4福地ホワイト'の球重に及ばなかった. は充分に得られなかった可能性もある. しかし，稔性ニ
ンニクの鱗茎の肥大成長が劣った原因にはそのほかに，
長大な花序との成長の競合があったこともあろう.
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Fig. 2. Growth of 11 seedli時 clones(3 years of age) of fertile garlic and of 3 c山 ivarsof 
sterile garlic. 
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Fig. 3. Change of bulb weight with ageing in seedling clones of fertile 
garlic. 
Seedlings of one year of age were sown in the spring (the 
seedli時 clonesin the upper graph) or in the autumn (the seed 
ling clones in the lower one) of 1990 and grown for 16 or 10.5 
months respectively and harvested in出esummer of 1991. In 
the seedlings more than one year of age. al the plants of each 
age were planted and harvested at almost the same time. 
15 
稔性ニンニクは鱗茎の肥大開始が遅かったにもかかわ 大成長に抑制的に働示充分な長日条件にさらされない
らず¥肥大の終了は不稔性栽培品種より少し遅れただけ こともあって，根茎葉の活動がまだ維持されているにも
であったが，これは一つには盛夏の高温条件が鱗茎の肥 かかわらず鱗茎肥大が衰え，ついには早めに終了したの
289 
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ではないかと思われる.これらのことから，稔性ニンニ
クは本栽培地の山形より一層緯度の高い、夏の涼しい，
より長日長の得られる地方での栽培に適したものと考え
られる.
稔性ニンニク実生の球重が播種後 3，4年目までは
年々増加したということは 稔性ニンニクの実生個体が
その genotype本来の(成体の)大きさに到達するのに 3，
4年間の生育が必要であったことを示唆している.また，
実生1年目が春播きか秋播きかによって 3年目から 4
年目の球重増加程度が異なり，春播きでの球重増加が少
なかったが，これは春播きでは l年目の生育期聞が秋播
きより約半年長かったため 3年目にすでに genoty脚
本来の大きさに近いサイズに到達したためと恩われる.
実生ニンニクは播種後4年目から 5年目にかけてほと
んどの系統で球重が減少したが，一部に減少が見られな
いか('197-3')減少程度の少ない系統(‘200-5'，'203-2' ， 
'211-1')があった.これらの系統とは別の稔性ニンニ
クの実生系統(湧永製薬から1989年に分譲)もある程度
以上年数が経過すると球重が年々減少する傾向が観察さ
れており(著者の観察および、湧永製薬の栽培担当者から
の私信)，また実生5年目の年 (1994年秋-95年夏)の栽
培 ・気象条件がそれまでの年と比較してとくに悪かった
とは思われないので 5年生実生の球重減少の主な原因
が栽培環境条件によるものとは考えにくい.むしろ 4
年目から 5年目にかけての球重減少は植物体側に原因が
あると思われ，実生植物(当初はウイルスフリーと考え
られる)のウイルス擢病による球重減少ではないかと思
われる.しかし，前述のように中には球重減少の目立た
ない系統もあったが，これはウイルス権病程度がたまた
ま軽かったのかウイルス抵抗性の遺伝的形質をもってい
たのかもしれない.
実生系統の中には 5年目の球重減少が少なく，東北
地方の中心的な経済品種である‘福地ホワイト ，(球重
7lg) より球重がかなり大きいものがあった(‘211-1': 
5年目の球重83g).これは高収量の有望系統になる期待
があるが，この系統が本来の能力を発揮するのは，前述
のように緯度が山形より一層高い，夏の涼しい地方で栽
培した場合であると考えられ，その場合には鱗茎の肥大
がより優れると思われる.
なお，育種での個体選抜時期は早くても 4年目に，ウ
イルス抵抗性ないし系統の退化の抵抗性も合わせて検定
するのであれば5年目以降に行うのが良いと思われる.
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摘要
稔性ニンニクは不稔性の栽培品種より花序・倶ij芽分
化，鱗茎の肥大開始が遅かったが，栄養成長がより遅く
まで維持された. しかし，鱗茎の肥大は夏の高温条件下
で抑制され，肥大の終了時期は不稔性の栽培品種とほぼ
同じか少し遅れただけであった.稔'性ニンニクの栽培適
地は本栽培地より緯度の高い夏の涼しい地方と考えられ
た.実生の球重は播種後3，4年目まで年々増加し，一部
の系統は不稔性栽培品種の球重以上の大きさに達した.
5年目には球重が一般に減少したが，一部の系統はそれ
でも主要栽培品種の球重より大きく ，高収量の遺伝的形
質をもっ実生栄養系の存在が認められた.
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